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日本の古き良き時代への 癒し観光施設 体験報告

等

主催：門前自治会会長 野島貞夫・幹

事：野島武夫

平成22年10月13日(火)早朝7時30分大

門郵便局前に参加者２４名集合。

農協のバスに乗車して、所沢ICより関

越自動車を走行、沼田ICにて一般道路

に降りて、原田農園に到着。原田農園

の職員に、きのこ製造室に案内されま

した。

きのこ製造室で手袋とカゴを渡

され、棚に大きく成長し、群生

したシメジをもぎ取りビニール

袋に入れ、各自お土産用に、持

ち帰りバスに乗車し、一般道路

を走行し、『花の寺川場吉祥

寺』に到着。

本寺は、臨済宗の禅寺であり、

南北朝時代の慶応２年（１３３

９年）、大友氏時（おおともう

じとき）により創建。

この寺の山門は、文化１２年

（１８１５）に建立。山門を抜

けると、釈迦堂が左側、本釈迦

堂は寛政２年(１７９０)建築、

堂内中央正面の釈迦如来像は、

創建 鎌倉期の像で文化財指定。

本堂は、延宝３年(１６７５)に

再建。禅寺にふさわしい質素な

造り、欄間、仏像等、禅の精神

と威厳を示している。

室内を見渡すと広い空間におち

つきを取り戻すことができる。

又、室内より庭園を見ることが

でき、臥龍「がりゅう」庭、昇

龍（しょうりゅう）の滝、清龍

の滝等、本堂回廊をまわること

で、自然体で悟りを開く心境を

体験する事が出来ました。

この体験は、日頃の疲れを十分

癒すことができました。次に昼

食と休憩のため、一般道路を走

行し、かやぶきの 源泉湯宿『川

場温泉悠湯里庵（ゆとりあ

ん）』に到着。

建物は、日本の古民家の茅葺屋

根を移築し、昔懐かしい日本の

住まいが再現され、中に入る

と、茅葺の屋根の裏側を見るこ

とができ、歴史を実感。又、広

間に、江戸時代の箪笥や筒描等

の古民具が展示してあり、古き

良き日本の文化に触れることが

できました。

又この展示品から、庶民の生活

様子を想像する事が出来まし

た。

その後、檜の露天風呂・内湯に

入り。湯質は、アルカリ性単純

温泉であり、湯の温度は約４

２℃とちょうど良い温度であ

り、十分に浸かり体の疲れを癒

すことが出来ました。

感想として、この旅龍は、古き

良き時代への体験空間（観る・

食べる・楽しむ・遊ぶ・学ぶ

等）を体験でき、中高年の方

が、リフレッシュできる休憩・

宿泊施設と思いました。又、長

期滞在が可能なので、宿泊した

旅人が、周辺を散策し、地域の

町おこしに貢献すると思いまし

た。

皆様へ立ち寄ることを推奨致し

ます。

その後、高速道路を走行し、ガ

ドーフェスタハラダに立ち寄

り、和菓子の製造工場を見学

し、菓子を購入し、バスに乗車

し東久留米に午後六時に無事到

着。

尚、このコースを提案して頂い

た、ＪＡ東京みらい旅行セン

ター担当永井さんに感謝。問合

せ先：東久留米市幸町３の７の

２�：０４２−４７７−００３

８迄）。
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